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　当講演でキモだと感じたのは、次のお
言葉。

「アジャイルは開発早期にテストと協調で
きる」

「イテレーション毎にテストの観点は進化
していく。毎回のイテレーションで、テス
トモデルの向上を図ろう」

　「みんなでアジャイルとテストについて、
議論する機会を持ちましょう」という言葉
を聞きながら、そうだな、そうしよう、と
思いつつ終了。

「アジャイル開発の現在・過去・未来～
今を知り、源流を訪ね、先を見据える」

（平鍋健児さん）
　アジャイル界（そんな世界があるか知ら
ないが）の重鎮、株式会社チェンジビジョ
ンの平鍋さんの講演。「アジャイルは本を
読むだけでは難しい」という言葉は、最
近の自分の実感に照らして、特に残りまし
た。重みもあり、かつ、笑いも取れるこの
話しぶりに、みんな乗せられてきて、今日
のこのイベントの熱気にもつながっている
んじゃないかと感じました。
　冒頭「今なぜAgileか？」の問いかけに
対し、現状のシステム業界の抱える問題
や、様々な開発プロセスの違い、ワークス
タイルにまで話がおよび、いっぱしの技術
者、管理者に変身した気になったところで
講演終了。

●「コンテンツ祭り」
　1時間の講演から、3時間の読書会まで、
まさに“コンテンツ祭り”。私が参加したも
のをご紹介します。

・マインドマップで自分の頭を
見える化しよう

【ワークショップ】（五十嵐順子さん）
　マインドマップ自体、もちろん知っては
いるものの、残念ながら私は、あまり使っ
ていない…けれど、マインドマップの必要
性や便利さを、猛烈なおしゃべりと、参加
者への問いかけ、そして手を動かさせるこ
とで、しっかり参加者の次につなげようと
する五十嵐さんの勢いに圧倒され、「使っ
てみよう」と強く感じました。イメージワー
クとして、（画像を見ず）想像だけでキャ
ラクターを描かされ、テーブルのメンバー
と見せ合えば、嫌でもワイワイ楽しい現場
に変わります。
　これからは、直線思考よりも放射思考が
求められる時代。最後は、用紙の真ん中
に“HAPPY”を置いて、マインドマップを作
成。HAPPYに終了。

・プロジェクトに関わる全員の叡智を
集めよう

【グループワーク】（松本潤二さんwith 
プロジェクト・ファシリテーター協会）
　参加者4名ずつが、1テーブルに座り、
グループワークがスタート。しっかり時間
内に本質的な問題らしいものが出て、具体
的な解決策まで出せてしまうから充実感が
大きい。きっと、参加者が気付かないとこ
ろで、ファシリテーション的な仕掛けが多
くあったのではないかと推察する。
　最後は、全員が椅子を輪に並べ、向き

　2010年9月4日に早稲田大学西早稲田キャン
パスで「XP祭り2010～アジャイル学園祭」が開
催 さ れ ました（http://kokucheese.com/event/
index/2167/）。数あるイベントの中でも主催者、
発表者、参加者の垣根が限りなく低いこのイベン
トの模様を、4名のレポーターの方に振り返ってい
ただきました。
　なお、レポートは誌面の関係上やむなく割愛
した部分があります。全原稿はEM ZEROのサイト

（http://www.manaslink.com/）にて公開いたし
ますので、合わせてご覧ください。

納富隆裕さんのレポート

　XPだ！アジャイルだ！！一般社会の土曜
日とは異なる時間と空間。私同様、初参加
の人も多い中、語り合い、手を動かし、頷
き、考え、歌い？踊り？？笑いの絶えない
イベントでした。勉強になった？いや、体
の中から突き動かす何かを感じた“祭り”で
した！！

「オープニング～XP入門」
（小井土亨さん、福井厚さん）
　定刻前に何とかメイン会場に到着し席
に着くと、スタートしてすぐ「（システム
開発で大事なのは）最後は人！！」。入門
と銘打ちつつ概念等の説明はありません
でしたが、司会お二人からの問いかけを聴
きながら、参加者が質問について、考えて
いる空気を感じました。

「招待講演～アジャイル×テスト開発
プロセスを考える」

（細谷泰夫さん）
　XPHUG関西の細谷さんは、何でも夜行
バスでの東京入り。発表開始時「コンテキ
スト（の違い）を意識しましょう」との発
言がありましたが、この言葉は、“祭り”中、
何度も、意識することになりました。人や
コミュニケーションの問題も、結局、同じ
ものを人それぞれの定義していることで
発生していることが多い。コンテキストの
違いが、今講演での例で言えば“品質”、一
般的には、最終的なゴールの障害となるこ
とに改めて、何度も気付かされました。
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合い、参加者の具体的な悩みに対し、松
本さんがファシリテーションの具体的なア
プローチについて、相談に答えてくれると
いうおまけつき。しっかり考える時間がで
きたように思います。

●Agile Conference 2010報告
（アジャイラーズ・オブ・カリビアン）
　米オーランドで5日間行われたイベント
に参加した3名の報告会。3名とも「行っ
てよかった」「また参加したい」という感
想でした。英語でのコミュニケーションは
やっぱり楽ではなかった様子。
　ビックリなのは、1人が学生だったこと。
来年以降も毎年、“Agile Conference”に学生
を送り込む予定らしい。今後のシステム
業界のささやかなムーブメントに期待しつ
つ、私もわずかながら募金に協力。英語
でコミュニケーションが取れるようになっ
てて、一緒に行けたらいいな～。

●AsianPLoP関連の紹介
（鷲崎弘宜さん、本橋正成さん）
　先のアメリカが中心のイベントではな
く、こちらは、欧州を中心に発信されるイ
ベントの紹介。世界各国に発信地がある
のに、「アジアに、そして日本にないのは
非常に残念」と、イベント開催に至ったと
のこと。
　イベントの中心概念“パターン”につい
て、「アジャイルの源流はパターンにあり」
ということで、やはり、みなさんどっかし
ら熱いな～と感じました。

●LT祭り
　11人の猛者達の“LT祭り”。持ち時間は1
人5分（しかも容赦なく終了）。各自、思い
や事件をそれぞれ語ります。
　「初LTです」と言った女性が、某ロボッ
トアニメのプラモデルと開発の類似性につ
いて話し、会場の笑いをさらえば、ある発
表者は、コミュニケーションの重要性とカ
ポエラについて話しだし、実演まで行う始
末。またある人は、某キャラクターのアー

ケードゲームをモデリングし、さらにある
人は、日本でまだ数人しか携わっていない
技術の紹介をする。マインドマップを使い、
淡々と、しかし笑いはしっかり取る人もい
れば、素晴らしい間とテンポと絵、語り口
で、会場の熱気を最高潮に高める人もい
ました。
　大きな熱気とそれ以上に大きな笑いで、
1日の疲れが吹っ飛んだ気がした1時間でし
た。

●基調LT、クロージング（渋川よしきさん）
　トリを飾るのは、XPJUG渋川実行委員長
による「LTのつくり方」。何個か教えてい
ただいた「つくり方」を抜き出すと、

・客層を考える
・あなたが一番になれる題材を選ぶ
・笑いはやっぱり大事
・LT初心者ネタは無敵
（ただし3回が限度？）

　「LTのつくり方」に続いて、XPJUGの歴
史について。今のスタッフ、発表者、それ
ぞれの熱い、またやらねばという意思を、
1日参加してみて強く感じました。しかし
それは、その人一人ひとりだけのパワーで
はなく、これまで参加してきた人達が作っ
てきたものであることを理解できたように
思います。

●来年はあなたも参加してみませんか
　懇親会、そして懇親会が終わっても熱
は冷めませんでした。熱い熱い1日が終わっ
たが、来年の“祭り”に向け、そして、明日
の自分の現場を楽しくするため、心を新た
にした1日でした。来年2度目の参加となる
私と、一緒に“祭り”に参加しませんか？

石丸愛子さんのレポート

「UXのツクリカタ～よりよいユーザ体験構築
のために検討するべきこと」（東賢さん）

●UXって？
　UXとは、ユーザーエクスペリエンスの
ことで、ユーザの体験、経験、それによっ
て得られる満足も含めた言葉とのこと。最
近では、iPhoneが登場しUXの基準が上がっ
たそうです。ユーザからの要望が“iPhone
のように”と表現されるようになってきた
ことから「iPhoneは形容詞になった」と仰っ
ていました。
　一時的な流行を経た今はノウハウが蓄
積され、UXに取り組むにはいい時期のよ
うです。

●ガスコンロで知るUX̶対応付け
　例えばガスコンロでどのツマミを回せば
点火・消火できるのか？次の図をご覧くだ
さい。

　今、右奥のコンロの火を止めたいとして、
あなたは何番のツマミを操作するでしょう
か？会場でこの質問がされたとき、回答は
③番と④番に分かれました。鍋から火が出
ているようなときにこの誤操作は命取りで
すね。
　では、次のように配置されていたならど
うでしょうか？

これならすぐに③だとわかります。
　このようにコンロとツマミの対応をわか
りやすくするUI設計を「対応付け」と呼ぶ
そうです。

①　 ②　 ③　 ④

①　 ②　 ③　 ④
①　 ②　 ③　 ④

①　 ②　 ③　 ④
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●可視性、アフォーダンス、フィードバック
　その他にも

・可視性（フォントが小さすぎて読めない
というようなことがない）

・アフォーダンス（ボタンはボタンらしい
形をしていて、見るからに押せそう）

・フィードバック（ボタンにマウスを合わ
せたらマウスポインタが指の形に変化
する）

などUI設計の土台となる概念が説明されま
した。火をつけるという機能がしっかり実
装されているだけでは、ユーザが満足す
るとは限らないということですね。

●UXとユーザの満足度
　UXはユーザの満足度にとても密接に関
わっています。しかし、その一方で「開発
の現場でUIが軽んじられている。何ページ
にもわたるデータ設計書が作成されなが
ら、UI設計が半ページしかないこともある」
そうです。例えばDBが正規化されてるか
どうかなんてユーザには“知ったこっちゃ
ない”わけで、ユーザの満足について考え
たとき、彼らが直接接するUIというものに
開発者ももっと目を向けるべきなのかもし
れません。
　東さんは良いUXの例としてMicrosoft 
PowerPointを取り上げました。PowerPoint
には、良いUXに大切な3項目

・ビルディングブロックセット
・インタラクションガイド
・実行可能なサンプル

が揃っているとのこと。
　ドラッグ＆ドロップですぐに使える部
品（ビルディングブロックセット）があり、
マニュアルを見なくてもPowerPoint自身が
「クリックしてタイトルを入力」というよう
にガイドしてくれて（インタラクションガ
イド）、ネットには他者の作成したファイ
ルが存在する（実行可能なサンプル）ので、
みんなプレゼンツールにPowerPointを選
択するのだと語られていました。
　「マニュアルで操作を説明するのはUI開
発者には屈辱的…」というようなことも仰
られていましたが、確かに操作方法が直
感的で習わなくともだいたい操作できると
いうのは使っていても気持ちがいいですも
のね。

●コンセンサス形成
　それから、異なる文化を持つステーク
ホルダ間でのコンセンサス形成について

も言及をされていました。ユーザ部門とシ
ステムの開発部門ではそれぞれ思いが異
なり、ユーザ部門は直前まで見た目の調整
を図りたいのに対し、システム部門は早い
段階でフィックスさせて安定稼動させたい
と考えているとのこと。
　そのギャップがリリース直前でのドタバ
タに繋がってしまうので、

・早い可視化
・コンセプトや意図を伝える
・見た目の変更を表層部に局所化する

というあたりに気をつけて開発するのが大
切だそうです。
　コンセプトや意図を伝えることが大切な
例として、

「こんなコンセプトでこんなことを表現す
るためにこの線は青いんですと伝えないと
いけない。そうでないと部長が赤が好きだ
からという理由で赤く変えられてしまう」

というお話には思わず笑ってしまいました
が、現実にありそうなことですよね。
　また、いざ変更が入った際にテスト済
みのロジックにまで手が入ることがないよ
うUI部分を分離しておくなど、アーキテク
チャでステークホルダ間の溝を埋めていこ
うとお話されていました。

●設計パターンのカタログ
　設計パターンのカタログとしてQuince
（http://jp.quince.infragistics.com/）という
サイトをご紹介いただきセッションが終わ
りました。さすがUXを題材とされている
だけあって、プレゼン資料の見せ方もと
てもすばらしかったです。ページのプレ
ビューが並んでいる画面からスーッと該当
箇所にズームしたり、動きが滑らかで見や
すかったです。東さんの所属する株式会
社セカンドファクトリーの次世代ドキュメ
ントビューワー「DocZoom」のようです。
素敵なUXをありがとうございました。

※本記事の元原稿はhttp://d.hatena.ne.jp/
Jxck/20100905/1283677301に掲載されて
います。

Jxckさんのレポート

「Pythonでアジャイル開発サイクル2010ver.」
（清水川貴之さん）

●ソース管理の自働化
　何を自動化するにしても、まずはコード
管理から！ソースの管理は、VCS（Version 
Control System）を使用して行います。こ
れでソースそのものの管理、ソースの変更
履歴の管理、そしてソースの共有を行うこ
とで、以降の自動化の基盤を形成します。

●環境構築の自働化
・プログラムはvcsから入手するだけでは

動かない場合が多い
・関連するプログラム（依存ライブラリ

等）を入手、配置
・パスの設定、スクリプトの設置
・環境設定ファイルを配置、必要に応じて

変更

　こういった環境構築を自動化するのが
buildoutです。

●テスト自動化
　Pyhtonには、標準でユニットテストライ
ブラリがあり、すぐにでもテストが始めら
れます。機能が足りない場合は、Noseや
py.test、PySpec（RSpecのpython版）等が
あります。テスト周りは、RubyやJavaのほ
うがまだ少し強い面もありますが、Python
でも十分ユニットテストは可能です。
　また、他の言語にはあまりないPyhton
の機能として、DocTestがあります。これ
は関数にヒアドキュメントを書くと、テス
トとして実行できる機能です。

●継続的インテグレーション
　いわゆる CI（Continuous Integration：継
続的インテグレーション）のお話です。
ここでは、Python製自動テストサーバー
Buildbotが紹介されました。Pythonが動作
する環境なら動かせます。
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わるようにしてスケジュールを引いている
のにプロジェクトが遅れる理由として次の
3つが挙げられていました。

・パーキンソンの法則
・学生症候群
・遅れの伝播

　パーキンソンの法則とは、与えられたス
ケジュールを使いきってしまうというもの
で、これが起こる理由の一つとして、「いっ
たん早く終わったと報告してしまうと、次
からの仕事の期限が厳しくなってしまう」
恐れがあるからだと言われていました。学
生症候群は余裕時間があればあるほど仕
事の着手を遅らせてしまうことです。いわ
ゆる「夏休みの宿題」のことですね。

●TOC-CCPMのアプローチ
　これらの理由によって多くのプロジェク
トが遅延するという問題に対して、TOC-
CCPMを導入してみよう、というお話でし
た。そのためにやることは3つ。

①マルチタスク禁止
②個から全
③正確な進捗把握

　①マルチタスク禁止については、いわ
ゆるスイッチングコストの問題かと思って
いたのですが、ここでは「やっていること
が見えない」ことを問題視されていまし
た。つまり並行で複数のタスクを持ってい
ると、完了していないタスクが多くなり、
その進捗状況が見えなくなるということで
す。このことは、③正確な進捗把握でも
同様の思想で進捗状況を「○○％」とい
う形ではなく、「あと○日」という形で管
理することで、90％で何日も止まってしま
うというような状況を避けるということで
す。
　②個から全は、CCPMのキモと言ってい
い（少なくとも僕はそう思っている）部
分で、終わる確率が50％のところでスケ
ジュールを引いて、バッファをすべてチー
ムで管理する方法です。80％の確率だっ
たものを50％の確率でいける見積りにす
ると、一般的には期間が半分になるそうで
す。その半分になった残りの時間を全体で
集め、その集めたものを半分にして（終わ
る確率が50％なのでバッファは半分でよ
い）、チームで管理していくというやり方
が紹介されていました。
　竹林さんはここで、「遅れても怒らない」
「早くできても次回以降の見積りを減らさ
ない」という約束をすることが重要だと言

われていました。またチームで成功基準を
共有して、何のためのプロジェクトなのか
を意識しながら仕事を進めることが重要だ
そうです。

●TOC-CCPF
　僕が個人的に面白いと思ったのは、最
後に紹介されたTOC-CCPFという考え方（と
いうか、リーダーとしての行動規範のよう
なもの？）でした。その中からいくつか紹
介したいと思います。

・メンバーのモチベーションを高めるた
めに、遅れそうになったときに「見積が
甘い！」というのではなく、「難しい作業
だったんだね、グッジョブ！」、予定より
早く終わりそうなときにも、見積りについ
て責めるのではなく、「チャレンジしたん
だよね、サンクス！」のような言葉をかけ
る。
・「問題はありませんか？」という質問は
下策、「問題があるとすれば何ですか？」
と声をかける。

など、面白い話がたくさんありました。

●なぜチームで仕事をしているのか
　最後に印象に残ったのは、「なぜチーム
で仕事をしているのか」という話です。個
人としては多くても一生で40くらいのプ
ロジェクトしか経験できない。複数のメン
バーの経験を集めて広げることができる
からチームで仕事をしているのだ。チーム
の多様性をいかに活かしていくかを考えな
ければならない。というものでした。チー
ムのことを真剣に考えているんだなーとい
うことがひしひしと伝わってくるセッショ
ンでした。

　なお、本イベントのTwitterのまとめと記
録動画は次のURLでご覧いただけます。合
わせてご覧ください。

■Twitterのまとめ
teyamaguさんによるまとめ：
　http://togetter.com/li/47482
bangucsさんによるまとめ：
　http://togetter.com/li/47581

■記録動画
http://d.hatena.ne.jp/wayaguchi/2010090
6/1283716766

●課題管理システム
　複数人でプロジェクトを進める上で、バ
グや課題等を管理するシステム（プロジェ
クト管理）が重要になります。Pythonでは
Tracが有名です（他にはRedmineとか）。

●全てを1つに繋ぐ
　ここまでに出てきた

・ソースコード管理の自動化
・テストの自動化
・環境構築の自動化
・継続的インテグレーションの実施
・ドキュメント生成の自動化

これらを全て、自動化し連携させる、そし
て「これ全部Pythonでできるよ！」という
お話でした。

●感想
　ツール自体がPython製なだけで、多く
のツールはPython以外の開発でも十分に
通用するものです。開発に集中するために、
プロジェクトの最初の段階でこういった環
境をきちんと構築してしまうと、そのあと
多くの場面で恩恵を受けることができると
思います。
　もし一度に全部を導入するのに敷居の
高さを感じるのであれば、ソース管理の
Mercurialやドキュメント作成のSphinxあた
りから始めてみるのがよいのではないか
と思います（テストはもう書いていますよ
ね？w）。
　もっと詳しく知りたくなったら、清水川
さん他4名による以下の翻訳本を読むこと
をお勧めします。Pythonの話だけでなく
XPの話が多く出てくるので、Pythonユー
ザ以外にもお勧めできます。

『エキスパートPythonプログラミング』
Tarek Ziade著、稲田直哉、渋川よしき、清
水川貴之、森本哲也 訳、アスキー・メディ
アワークス、ISBN-13：978-4048686297

　清水川さんありがとうございました！

※本記事の元原稿はhttp://d.hatena.ne.jp/
m_pixy/20100916に掲載されています。

m_pixyさんのレポート
「今日から始めるTOC-CCPM」

（竹林崇さん）

●なぜプロジェクトが遅れるのか
　まず、個々のタスクが80％の確率で終
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　最近、日本でもアジャイルブーム
なのでしょうか、スクラムという言葉
をよく聞くようになりました。スクラ
ムは、野中郁次郎氏と竹内弘高氏共
著 のHarvard Business Reviewの 記 事
“The New New Product Development 
Game”に刺激を得た、ケン・シュウェ
イバー （Ken Schwaber）氏とジェフ・
サザーランド（Dr. Jeff Sutherland）博
士が、OOPSLA '96で定義したアジャイ
ルソフトウェア開発手法と言われてい
ます。
　スクラムとは、タイムボックスを定
め、その期間で出荷可能な製品をつ
くり、つくった製品と製品をつくる工
程を見直します。そのタイムボックス
を積み重ねながら、要求変更を受け
入れ、工程を見直すタイミングを設
けて、高いビジネス価値をより早期
に顧客に提供することを可能にする
開発フレームワークです（http://bit.
ly/ScrumPrimer_ja）。

あなたには、
“スクラム”がどのようにウツりますか
　私にとってスクラムは“サッカー ”の

ようにウツっています（私がサッカー

小僧だったので、ラグビーではなくサッ

カーに親近感があるんだと思います）。

「シンプルなルール、関係者全員が明
確な目標・目的を共有し、協力して戦
略を検討する。試合が始まればメン
バー全員で目標達成のために全力を尽
くし、試合状況は関係者全員が瞬時に
把握でき、試合は時間で固定化され、
試合結果について関係者全員で評価で
き、試合内容をチームで改善できる。」

私の経験
　ここで少し私の経験を共有させてく

ださい。私はあるプロジェクトのプロ

ジェクトマネージャーで、XPに挑戦し

失敗した経験があります。ここでの失

敗とは、

「プロジェクトは赤字、メンバーはプロ
ダクトへの興味を失い、メンバーは疲
れ、プロジェクトが終わった時には、
次のプロジェクトでも良いプロダクト
をつくるという希望が持てない」

状態を指しています。当時、私はあら

ゆる技術的な知識、メンバーを鼓舞す

る能力等も乏しかったので、失敗して

当たり前だったのかもしれません。当

時の自分を振り返ると、言い訳をし、

自分でできるコトに集中もせず、全力

を尽くさなかったので、失敗を招いた

のだと猛省しています。

　そして、プロジェクトを失敗した私

は腐り、会社を変え、アジャイルを忘

れたように淡々とした日々を過ごしま

した。しかし、私はアジャイルから離

れることができませんでした。

　スクラムと出会ったのは6年前のこと

です。XPでプロジェクトを失敗させた

時に、平行して担当していたプロジェ

クトで初挑戦しました。

　その時スクラムは、開発について何

にも定義していないフレームワークだ

と感じました。開発者チームが優秀だっ

たこともあり、大きな失敗もせずプロ

ジェクトが成功したため、当時の印象

は薄かったです。

アジャイルへの再挑戦
　その後も、アジャイルやXPには興

味・関心があり情報を集め続けていま

したが、再度自ら挑戦しようとは思っ

ていませんでした。しかし、優秀な先

輩がスクラムに挑戦するプロジェクト

を立ち上げたので、理屈や根拠はなく

直感的に、「このプロジェクトに参画で

きなければ、今後、アジャイルを実践

するチャンスがない、いや、ソフトウェ

ア開発を心から楽しむことはできない」

不思議にもそう想い、そのスクラムプ

私とスクラム
A Scrum Practitioner

江端一将
EBATA Kazumasa

特別寄稿特別寄稿特別寄稿
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Profi le  プロフィール

A Scrum
 Practitioner

江端一将　
EBATA

 Kazumasa

Mail：ebacky@odd-e.jp　
Twitter：@ebacky_ja
　株式会社Odd-e JapanのAgile Coach
として、現場改善に悩む開発者、管理者、
経営者と共に苦悩する日々を過ごしなが
ら、すくすくスクラム、TDD Boot Camp、
Robot Framework等のコミュニティ活動
をしている。

ロジェクトに参加しました。

　当初、様々な事情や要因があり、そ

のプロジェクトに参加することを上司

に反対されました。ですから、私は上

司と対立するのではなく、距離を縮め

る、賛成してもらえるように戦略を立

て、計画し、実践し、反省し、また戦

略を立て…ということを繰り返し、な

んとか上司から参画の許可をもらいま

した。今思えば、無意識に“ある役割”

の訓練をしていたのかもしれません。

　ようやくプロジェクトに参画できた

私は、乾いたスポンジのように知識を

吸収しました。技術も知識もある先輩

達、仲間達と時間をかけて基礎から学

び、着実に実践し、達成感と失敗を経

験しました。

権限委譲の問題
　印象に残っているのが、権限委譲の

問題です。"管理しなければならない"

という意識が抜けない私は、チームに

権限を委譲することに抵抗があり、な

かなか上手にチームをファシリテート

できませんでした。その苦悩の中で、

一人で悩むのではなく多くの人と探求

しようと思い“すくすくスクラム”という

コミュニティを立ち上げました（http://

www.sukusuku-scrum.jp/）。

覚悟を決めること
　今でも、苦悩する日々を過ごしてい

ます。しかし私は現在、幸いにして多

くの経営者、マネージャー、プロダク

トオーナー、スクラムマスター、チー

ム等、様々なバックグラウンドを持つ

方々と会話させていただく機会に恵ま

れています。その中で、己の未熟さを

痛感しながら、日々成長させていただ

いています。こうした日々を過ごす中

で、大切にしていることがあります。

それは、

「自分が覚悟を決め、客観的・情熱的
に状況を分析し、最後まで諦めず、集
中し、自分のできる限りのことをする」

ことです。覚悟とは「己がするもの」

であり、人に対して要求するものでは

ないと捉えています。人は自ら成長し

ます。もし、その成長の過程で私がお

手伝いできることがあるとすれば、知

識や技術を共有し、共に悩み、踏み出

そうとしている時に背中を押すことで

す。また、それができるよう事前に準

備することくらいです。

良い“スクラムマスター ”とは
　最後に、“良い”スクラムマスターに

ついて考えてみたいと思います。一般

的に、スクラムマスターはチームの活

動に伴う様々な問題点を取り除き、チー

ムの生産性向上を支援することを期待

されています。ですが、この原稿を書

いている時点（2010年9月）の私はこ

のように考えています。

「良いスクラムマスターとは、プロジェ
クトの支援はもちろん、それだけに限
らず、公私に渡りプロジェクト関係者
が良い人生を過ごせるよう悩み、バラ
ンス良く支援することができる人であ
る。」

　私自身、そうなれるようになりたい

と思っています。

　あなたにとって、良い“○○”とは、ど

のような状態でしょうか。

■スクラムについての情報
・スクラムのコミュニティ
Scrum Alliance：
http://www.scrumalliance.org/

すくすくスクラム：
http://www.sukusuku-scrum.jp/

・認定スクラムマスター研修
　次のURLにアクセスし、「Country」で

「Japan」を選択してご覧ください。

http://www.scrumalliance.org/events/
results?search[event_type]=course

日本での認定スクラムマスター研修のご相
談は次のアドレスにメールでご相談くださ
い。

nintei@odd-e.com

・Odd-eのコンサルティング
　Odd-e（http://www.odd-e.jp/）のコンサ
ルティングについてのご相談は次のアドレ
スにメールでご相談ください。

ebacky@odd-e.jp
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　マイクロソフトが提供するTeam Foundation Server（TFS）をご
存じだろうか？TFSは、ソフトウェア開発プロジェクトを包括的に
運営することができるオールインワンな開発の基盤となるシステム
だ。TFS は、小規模なプロジェクトから、超大規模なプロジェクト
までバランスよく構成することが可能だ。たとえば、マイクロソフ
トでも 3,800人のプロジェクトで採用されている。

●Excelでバックログを取り扱う 
　TFS を使うと何がよいのか。まず一つは、スクラムをベースとし
た開発プロセスが実装済みであることだ。MSF for Agile Software 
Development v5.0（MSF Agile）がそれだ。MSF Agileを選択する
だけで、アジャイル計画ツールというExcelを使ったプロダクトバッ
クログ、スプリントバックログの運営が可能になる。Excelの表計
算と表現力を使って、正しいプロジェクトの情報を元に意思決定を
行うことができるのだ。
　Excelをインターフェイスとし、 TFSにある正しい情報を表現、シ
ミュレートすることで、意思決定を確実にする。これは、Excel で
プロジェクト管理をしている百戦錬磨のマネージャーにも受けがよ
いはず。

●いつものツールからいつもの仕事を
　次に、TFS が、プロジェクトメンバーのもっとも使い慣れている
ツールからアクセスできる点が挙げられる。たとえば、上述のよう
にマネージャーは、Excel や Projectからいつも通りに仕事ができる。
チームは、朝会で、Excelでタスク分担をしてもよいし、朝会の結
果をExcelのタスク一覧でさくっと反映させてもよいだろう。
　開発者は、使いなれたVisual Studioからソリューションエクスプ
ローラーとしてTFSにアクセスし、バージョン管理されたソースコー
ド、タスクやバグ、ユーザーストーリーにもアクセスできる。自分
のToDoリスト、スプリントバックログなどツールを切り替えること
なく、扱うことができるのだ。
　TFSは、Team Explorer EverywhereによってEclipseベースの開
発環境からもアクセスできる。LinuxやMac OS X上での開発でも活
用できる。.NETとJavaなどのテクノロジー混在なシステムや部門で
の開発の統一基盤として活用できるのだ。

●開発者の負担にならない
　開発者は、自分の作業が終われば、チェックインを行えばよい。
この時、TFSの自動ビルドにより、継続的インテグレーションを行
い、ビルドサーバー上で、ビルド⇒コード分析⇒単体テストやWeb 
テスト、UI テストを自動実行することが可能だ。これら一連の作業
が成功しないとチェックインをさせないといった一歩進んだ品質確
認を行うことだってできる（ゲートチェックイン）。

●開発者とテスト担当者のコラボレーションを促進
　テスト担当者も、もちろんTFSを活用できる。Test Managerを
使いTFSにアクセスすれば、テスト計画、テスト環境、テストケー
ス、テスト結果に至るまでテストに必要なすべてにアクセスできる。
Test Managerの強力なテストサポートにより手動テストの実施を支
援するだけでなく、２回目以降のテストを自動化することもできる。
一度成功したテストは、UIテストとして組込み、継続的インテグレー
ションで自動実行してしまうことだってできるのだ。 
　TFSを中心に、チームメンバーは、それぞれの使い慣れたツール
でプロフェッショナルな仕事にまい進できるわけだ。

●スクラム採用のきっかけづくりに
　さて、ここまで読んでくれた読者に朗報だ。TFS をはじめとして
最新版であるVisual Studio 2010は評価版を無償配布している。ま
た、ここで述べた “事実” は、動画で確認することだってできる。
たとえば、スクラムをやりたいが、頭の固い上司を説得できないで
悩んでいるならば、一度、ご覧いただいてみてはいかがだろうか。
もっと部下をプロフェッショナルに育て上げたいならば、TFSを採
用し、まずは自社プロセスで回しながら、スクラムに移行するなど
はいかがだろうか。 
　ソフトウェア開発をあるべき姿へ、そのひとつのピースとして
TFS が思わぬパワーを発揮するだろう。

Visual Studio 2010

マイクロソフト エバンジェリスト／
シニアプロダクトマネージャー
認定スクラムマスター
長沢智治　NAGASAWA Tomoharu
（Twitter：@tomohn）

http://www.microsoft.com/japan/msdn/vstudio

Eclipse

スプリントバックログと
メンバーのワークロード

プロダクトバックログと
ベロシティー

マイクロソフト株式会社 
〒151-8583 東京都渋谷区代々木 2 丁目 2 番 1 号 小田急サザンタワー
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アジャイル開発のはじめかた
　受託開発でもアジャイルは導
入可能なのでしょうか。ディア
イスクエアの永瀬氏は、顧客と
社内との粘り強いすりあわせで
アジャイル開発を実行に移しま
した。契約の形態以上に、関
係者との信頼関係が鍵になる
と言えるでしょう。
　これに対して、電算システム
とソフトピア・センターの方々
が取り組んだのは、アジャイルで開発する
前提のプロジェクトです。これからは、顧
客の要望や会社の方針としてアジャイル開
発に取り組むケースも増えてくるはずです。

アジャイル開発の効果
　3チームの方々がアジャイル開発の効果
として強調したのが、チームの成長です。
技術的な成長とともに、レビューなどを通
して顧客満足というゴールを共有するよう

になります。アジャイル
開発の様々なプラクティ
スは個人の積極性を引
き出す性質を持っていま
す。いったん姿勢が変わ
ると、その変化は個人の
能力やソフトの品質、開
発スピードなど様々な局
面で表われてきます。

　「アジャイル開発は難しい」と思っている方はいませんか？確かに新しいことを始めるのはたやすいことではありません。
特にアジャイル開発のように、従来の方法と大幅に違って見えるやり方の場合はそうでしょう。
　アジャイル開発はウォーターフォール的な開発と違って、一番顧客にとって価値があると思われるところから作っていきます。
そして作ったところから顧客に見てもらい、フィードバックを受け、
顧客が必要としているソフトウェアを少しずつ確認しながら作り上げていきます。
　初めてアジャイル開発に取り組む人は、「本当に顧客が必要としているソフトができるのだろうか」「今までと違う方法を周りに
受け入れてもらえるだろうか」「品質、コスト、納期などの管理はどうするのだろうか」など、多くの不安を抱くはずです。

アジャイル対応のコラボレーションツール
『デスマーチ対策ツール̶チームコンサート超入門』
（和田洋ほか著、ISBN-13：978-4774142586）

EM ZERO vol.06 011

取材に協力してくださった皆様。左上
からソフトピア・センターの三井氏、
電算システムの桜木氏、前川氏、高
橋氏、ソフトピア・センターの牧氏、
所氏、左下から日本IBMの服部氏、ディ
アイスクエアの永瀬氏。

取材：EM ZERO編集部

アジャイル開発に挑戦した3つのチームに聞く

「アジャイル開発は難しい？」

アジャイル開発に挑戦した
3つのチーム
　そこで今回は、比較的最近アジャイル開
発に取り組んだ皆様にお話を伺いました。

・株式会社ディアイスクエア
オープン技術グループ 永瀬美穂氏
　アジャイル開発の適用が難しいと言われ
ている受託開発でアジャイル開発を実践。

・株式会社電算システム
　システムサービス事業部
　前川和男氏／高橋啓介氏
　財務会計パッケージに対するサブシステ
ムの新規追加をアジャイル開発で行う。

・NPOドットNET分散開発
　ソフトピア・センター
　企画部 牧隆司氏／所拓也氏
　ジャガード・モケットと呼ばれる織物の
生産管理システムをアジャイルで開発。

パネルディスカッションの様子。左からソフトピア・センターの所氏、
牧氏、電算システムの高橋氏、前川氏、ディアイスクエアの永瀬氏。

Innovate 2010で
パネルディスカッション
　今回お話を伺った3チームの皆様によ
るパネルディスカッションが、2010年10
月8日に東京箱崎で開催されたイベント

「Innovate 2010」（http://www-06.ibm.com/
software/jp/rational/events/innovate2010/）
の中で行われました。パネルは「アジャイ
ル開発とチーム」「アジャイル開発の壁」「ア
ジャイル開発の実際」の3つのテーマで進
められ、アジャイル開発がチームの成長に
つながること、アジャイル開発の壁は乗り
越える方法があること、アジャイル開発が
チーム状況に応じてさまざまな形で進化し
ていることなどが語られました。
　パネルは参加者のフィードバックを得な
がら行われ、ほとんどの参加者が（また、
もしくは新たに）アジャイル開発に取り組
みたいという反応を示して終了しました。
　初めての試みには必ず壁があります。壁
があるからやめるのか、壁があったらそれ
に対して何か働きかけをするのか。あなた
はどちらを選びますか？

チームコンサートのサイト
http://www-06.ibm.com/software/jp/rational/
products/scm/rtc/
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　こんにちは、あまのりょーです。しばらくのご無沙汰でした。
連載の前回分を書いたのが2009年冒頭、そして今これを2010年
の9月に書いているのですが、実はこの間にちょっと面白い実験
をしてみました。今回はそれについて書いてみようと思います。
もちろん読書に関係あることですよ。

実験とは?
　この実験自体は 2009年3月のある日、自分のmixi日記に「オー
ルタイムで一冊だけオススメの小説は？」と題したエントリ（※1）
を書いたことに始まります。つまり、読んだ時期や読んだ時期や
発行年に関係なく、「今まで読んだ小説の中で一冊だけ薦めると
したら何を挙げますか？」というのを聞いてみたわけです。マイ
ミクの皆から実に30件近い反応をいただきまして、しかも既読の
ものがほとんどない、という面白い結果になりました。

そして…
　既読のものがあまりないというのも面白いのですが、それより
も興味深かったのは、挙げて下さった方同士の間でも重複がな
かったことです。なんというか、それぞれの一冊に薦めてくれた
方々の個性を感じるのです。「●●さんらしいなぁ」というものも
あったし、なんだか意外な一面を垣間見せてくれた方もおり、楽
しめました。
　皆が挙げてくれた本はぜーんぶ読書管理サイト（※2）に登録し
て順次読んでみています。まだまだその全部を読んではいないの
ですが、普段あまり手にしない分野や作者の本を読むことができ、
刺激的です。例えば、私は海外のSFものはあまり読まなかったの
ですが、これをきっかけに手に取るようになりました。そうかと
思えば、実は一冊だけどうしても合わなくて途中で読むのを止め

た作品もありました。これはこれで得難い経験ですし、なにより
薦めてくれた方をかえってよく知ることができた気がします。
　と、ここまで書いたように副作用も含めて楽しめる実験でした
が、今ならTwitterでやってみるのがいいのではないでしょうか。
題材は「小説」でなくてもいい（あるいは「ミステリ小説」のように
セグメントを限定する）と思いますが、ミソだと思うのは必ず「一
冊だけ」に絞ってもらうことです。しかも、その人の「No.1」ではな
くあくまで「オススメ」を聞いてみること。オールタイムのオスス
メなので絶版になっていたりして入手しづらいものも結構挙がる
でしょうが、図書館などをうまく利用すれば、たいがいは探せる
と思います。

この一冊
　mixi日記でももちろん書いたのですが、今回はやはり私自身
のオススメの小説一冊を紹介します。清水義範さんの『神々の
午睡』（講談社文庫、上巻 ISBN：978-4061859043、下巻 ISBN：

978-4061859678）という作品です。私自身の
No.1は別の作品なのですが、オススメとなると
こちらになります。ぜひこの大スペクトラムを
お楽しみください(^^)。

あまのりょー
AMANO Ryo

　ワッサーという新しい品種のモモをいた
だいているところです。白桃とネクタリン
の合いの子とのことですが、なぜこんな名
前なのか調べて見ると面白いと思います

※2：以前の連載（EM ZERO Vol.2「読書の記録」）で紹介した
MediaMarker（http://mediamarker.net/）

※1：http://mixi.jp/view_diary.pl?id=1110091772&owner_id=42813

第5回
「一冊だけ
薦めるとしたら」

Profile  プロフィール
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ことをやってらっしゃいますよね。メ
ニュー（写真3）も接客も、ブログや楽
天市場店なんかも。感動を生み出すた
めの工夫がたくさん。
♣山崎：考えついたことはすべてやっ
てみますね。正直言って何が当たるか
わからないんですよ。お客様はひとり
ひとり違いますし、何が喜んでもらえ
るかは変わってくる。いろんなことを
やってそれがあたったときに覚えてお
く。何が好きで、何を飲んで、何に喜
んでもらえて。それをいかにして覚え
るか。そして次回につなげていく。覚
えるのは大変なんですけど、それは商
売柄かできてしまう。好きなんで。
♥鈴木：メニューも珍しいものがたく
さんですよね。でもどうして参鶏湯（サ
ムゲタン、写真4）を看板メニューにし
ようと思いつかれたのでしょうか。
♣山崎：メニューを考えるときは普通
では使いにくい材料を使って何かをや
る。家庭でできるものは出さないって
いうのはありますね。参鶏湯を看板に
選んだのは食材と巡り会ったからです。
業者さんが鶏丸ごと1羽800gというの

速ですけど、店長さんがこの機会に一
番伝えたいことって何でしょうか。
♣山崎：縁があってエンジニアの方
たちにたくさん来ていただけるように
なって、イベントなんかにも参加させ
ていただいて。エンジニアの方の言っ
ていることの9割はわからないんですけ
ど、それでも目指しているものは一緒
だなと思ったんですね。エンジニアっ
て職人だと思うんですけど、僕も板前
あがりで職人ですから「ものづくり」
という面で共通する部分はもちろんあ
ると思います。ただ、それ以上にITの
仕事も居酒屋の店長も、目の前のお
客様を接客するかしないかの違いだけ
で、「お客様の心を満足から感動に変
えることに全身全霊をかけている」ん
だって。
満足させるお店っていっぱいある。た
だ、それだと周りの店と一緒。お客様
の満足を感動に持っていく必要がある。
そういう意識がここで出会うエンジニ
アの方たちにもあると感じたんですね。
だからたぶん気が合うし、ここに来て
楽しくわいわいやってもらえるのかな、
と。きっと目指しているところが違っ
ていたら今のように来ていただけてな
いと思います。だから、今回こうして
お話できるのかなと思っています。
♥鈴木：満足を感動に変えるという共
通点があるというのは私も思います。
♣山崎：ただ、僕らはお客さんに直に
接するし、結果が手にとるようにわか
る。ITの分野ってその点時間が経って
使い込んでいってわかってくる。そう
いう大変さはあると思います。

正直言って何が当たるかわからない。
だから、何でもやってみる。工夫する。

♥鈴木：鳥一代のお店っていろんな

←写真1：鳥一代は東京田町の駅から歩いてすぐ

↓写真2：鳥一代に到着

　東京田町に鳥一代という店がある（http:
//www.toriitidai.com/、写真1、2）。韓国
の鍋料理である参鶏湯（サムゲタン）をオ
リジナルのレシピで食べさせてくれる居酒
屋だ。予約をとらなければなかなか入れ
ないほどの人気のお店である。
　この鳥一代と本誌EM ZEROの関係は
深い。常連には本誌の執筆陣をはじめと
したEM関係者が大勢いるし、EM編集部
の飲み会といえば鳥一代だ。EM ZERO 
Vol.3.2では特集「エンジニアが夜な夜な
集う謎の店̶今、鳥一代があつ（くるし）
い！！」という特集まで組んで今回同様4
ページを割いたほどだ。
　とにかくEMに関係があるエンジニアは
鳥一代が大好きなのだ。そして、この鳥
一代をここまでの人気店にした人物が「店
長」の愛称で親しまれている山崎一彦氏
だ。今回はスペシャルインタビュアーとし
て鈴木遊子氏を迎え、店長からお話を伺
うことができた。
　支店を含む3店舗と楽天市場店を運営
し、繁盛させている店長は何を思い、考
えているのか。鳥一代を通して多数のエン
ジニアと関わってきた店長は言う。

「分野は違うけれど、目指しているものは
きっと一緒だ」

　このインタビューにはエンジニアにとっ
ても、役立つ内容が数多く含まれている。
ぜひ目を通していただきたい。

♥鈴木：今日はよろしくお願いします。
私、鳥一代は初めてなんですけど、EM
編集部のお2人に協力してもらいながら
やらせていただきたいと思います。早

写真3：鳥一代のメニューの数々

お客様の心を満足から感動に
変えることに全身全霊をかける

EM ZERO vol.06　013

有限会社トーホーエージェンシー
専務取締役

山崎一彦
YAMAZAKI Kazuhiko

インタビュアー

鈴木遊子　

SUZUKI Yuko

連載

�No��

参鶏湯がおいしいお店
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♣山崎：食べることって楽しいんです。
それを皆さん平等に楽しんでいただく。
エゴかもしれないんですけど、そうで
きるように努力しています。
♥鈴木：そういうことは昔から思って
たんですか？
♣山崎：昔からですね。前にいた店で
後輩に言われたんですけど、僕に「店
にいるやつすべてを楽しませろ」って
言われたのを覚えてるって。ずっと昔
からそこは変わってないみたいですね。
お店を出たときの言葉で、「おいしかっ
たよ」と言われることは多いですけど、
「楽しかったよっ」て言われることは滅
多にない。楽しかったよっていうのは、

料理がおいしくもあり、店の雰囲気も
あり、そんな中で気の合う仲間同士わ
いわいやれて。そういうレベルの質や
満足があって出てくるんですよね。こ
れを言われたときは本当に嬉しかった。
来ていただける方すべてに楽しかった
よと言ってもらうために商売していま
す。経営サイドにいると先を見ていっ
ぱいいっぱいになってしまうことも多
くて、目の前の小さな幸せが見えづら
くなる。でも、楽しかったよと言って
もらうためには目の前の小さな幸せを
積み重ねていくことが大事だと思って
ます。

お客様のテーブルには宝物が落ちている

♥鈴木：店長さんのお考えがよくわか
りました。とても素敵ですね。従業員
の方にはどのように仰っていますか？
♣山崎：たとえば新しい従業員が入っ
てきて最初にやってもらうのはホール

を持ってきたんですよ。でも、大きさ
が中途半端で売れないんです。ばらす
のは大変だし、使い道がなくて業者も
困っていた。ならうちで使ってみよう、
と。最初はローストチキンなんかを試
してたんですけど、そのときちょうど
参鶏湯を食べる機会があったんです
よ。ただ、これがまったくおいしくない。
薬膳くさいし。これを日本人の口に合
うようにできないかと思ったのがきっ
かけですね。いろいろ工夫して出せる
ようになったおかげで業者も助かるし
うちも助かるという形になりました。
うちの参鶏湯って参鶏湯にしては鶏が
大きいんですけど、こういう理由もあっ
てのことです。お客さん
にも満足してもらえるの
でWin-Win-Winの関係で
すね。

すべての人が楽しく、
おいしく過ごせるように
♥鈴木：参鶏湯の他に
も女性向けのメニューと
か、お子様プレートとか
もありますよね。それも
子供だましのようなもの
ではなくて本格的で。
♣山崎：見ていただけれ
ばわかると思うんですけ
ど、お店に来ていただい
ているお客さんにはいろ
んな歳の方がいらっしゃいます。子供
からお年寄りまで来ていただいてるん
ですね。そのすべての人が楽しい空間
とおいしいものを提供したい。店にい
るすべての人を楽しませるためにお店
をやってます。食べにいくことって楽
しみじゃないですか。それを裏切っちゃ
いけないな、と。そのためにメニュー
も工夫するし、3号店の芝の鳥一代で
はユニバーサルデザインにして、点字
や英語のメニューも用意して、障害を
持つ方や外国人の方も含めて誰でも来
やすいようにしてます。
♥鈴木：私もボランティアのようなこ
とをしているんですけど、そこで会話
した中でボランティアなんていらない
世の中になればいいよねっていうのが
あったんです。バリアフリーであるこ
とが当たり前になって、お互い自然に
気遣い合って、みんなが同じように楽
しめてって。

とかですが、とにかく足を使えって言
いますね。「お客様のテーブルには宝物
が落ちている」って言っています。た
とえ灰皿を変えるだけであっても、ド
リンクの残量を見てもう一杯いかがで
すかと声をかける。ただ声をかけるだ
けじゃなくて、ドリンクが8割方なく
なっているお客様だけに声をおける。
そうすると10人中6、7人のお客様はも
う一杯くれって言ってくださいます。
もういらなければ、いらないって言っ
てくれる。そういうことが足を使って
見ているとわかる。飲みたい人は言っ
てほしい、聞いてほしいことも多いん
ですね。

♥鈴木：近くにいないか
な、とか、話している途
中で頼むタイミングが
欲しいと思うことってよ
くありますよね。
♣山崎：飲み屋ですから、
待ってちゃダメだ、足を
使いなさい、と。ただ、
急に行ってはダメ。歩い
ていればそのタイミング
がわかる。タイミングが
すごく大事です。うーん、
でもこの話もあんまりIT
には関係ないなぁ。
♥鈴木：そんなことない
ですよ。タイミングって
重要です。プロジェクト

の中でもプロジェクトマネージャーは
全体を見ないといけないんですよ。そ
のためにはプロジェクトルームを見て
回りなさい、と。そうしているといろ
んな状況がわかる。必要なときにその
場に応じて声をかけるタイミングって
あるんです。同じことですね。
♣山崎：そう言っていただけると嬉し
いです。宝物っていう話にはもうひと
つあって、お客様が帰られた後、片付
けていると忘れ物が見つかることがあ
る。そういうのを見つけると駅のほう
まで走っていくんですね。思いっきり
走っていくから、はぁはぁぜいぜい言っ
てるんですけど、そうして忘れ物を届
けたお客様はリピーターになってくれ
る。ここまでしてくれてって。いろん
な工夫はもちろんするんですけど、で
もやっぱり人間は一対一で目を見て、
話して、感謝して。そこが大事だと思
います。

写真4：これが参鶏湯！
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アルで決まってると、やらされ感って
いうんですか。行き詰まってきてしま
う。一皮むけるためには何でもやって
みることが必要なんです。自分たちの
発想力で考えて創り出して、それをお
客様の反応を確かめながら洗練させて
いく。その過程は任せています。軸が
ぶれちゃったときはもちろん相当言い
ますけど。計画も各店長に立ててもらっ
ています。ただ、1年で計画立てろって
言ってもできない。半年でもできない。
3ヶ月単位で細かく立ててやっていま
す。それでも立てないということはし
ない。
♥鈴木：ご自身で計画を立ててあれこ
れやれじゃないんですね。みんなで計
画を立てて。そういうことが責任感な
んかにも繋がるんでしょうか。
♣山崎：自分たちで書いたことって絶
対に少しは残ってるんですよ。計画を
立ててやってみて。それが繋がってい
くんじゃないかって思っています。
♥鈴木：お店の、従業員さんたちの雰
囲気づくりはどうですか。店長さんご
自身は熱い想いを持っていてもそれを
伝えていくのは大変ではないですか。
♣山崎：そこは結構ついてきてくれま
すね。ただ、ミーティングというか朝
礼は毎日営業前に必ずやるようにして
います。マンネリ化しないように言葉
を変えるようにして。あとは嘘泣きな
んかもやったりします（笑）。そして最
後にかけ声かけて営業開始です。ただ、
それでも右腕だったやつが辞めていっ
たり、オープニング当時を知らない新
たなメンバーが増えたりは当然ありま
す。人間ってやっぱり離れていったり
くっついたりするものだし、それは仕
方がないことだと思います。機械じゃ
ないですから。それでも僕たちは参鶏
湯でいくって決めて、筋を通してきた
ので。
♥鈴木：それも自然の摂理にかなって
いますね。自然って絶えず変わってい
くじゃないですか。だから変化がある
のは当然だと思います。
♣山崎：柱の話もそうですけど、状
況に応じてやっていかないといけな
い。何店舗あろうと、すべてのお客様
に楽しんでいただけるようにっていう
目的のために。そのためには柔軟さと
フットワークの軽さが大事。飲食って
原価率が30％、人件費も30％、経費も

30％。粗利が10％の世界なんですよ。
必要経費って相当かかる。生き残りは
すごく難しい。正面向いて体はってやっ
ているかどうか、ある種の柔軟性をもっ
てやっていくかどうかが大切なんです。
♥鈴木：それってこれからの日本に求
められている性質だと思います。日本
がグローバル化って旗は掲げるのに実
践できないのって柔軟性が足りないか
らだと思うんですよ。日本人の価値観
を押しつけちゃう。違うことが当たり
前なのに。3号店のユニバーサルデザ
インというのも、従業員の方が国境を
越えていろんな国の方だっていうのも
そこに通じていると思います。
♣山崎：そこまで大きな話だとは自分
では思ってはいないですけど、本当に
厳しい商売です。ひとつ注文付け間
違えるだけでそのテーブルは儲けない
よっていう世界です。その中でお客様
に満足していただける価値を出さない
といけない。昔はもろきゅうひとつとっ
ても味噌付けて出してればよかった時
代ですけど、今はそれじゃ売れない。
工夫が必要なんです。

♥鈴木：今3号店の方で特に力を入れ
ていらっしゃることがあるんですよね。
ここ本店にもありますけど、ブッドロ

♥鈴木：参鶏湯がメインなので韓国料
理のお店か鶏料理のお店ってイメージ
があったんですけど、メニューを見る
と本当にバリエーションが豊富ですよ
ね。トマトの浅漬やわらじピザ、お刺
身だったり。
♣山崎：お刺身なんかは漁師さんから
直接仕入れたりして力を入れてますね。
いろんな柱となるメニューを立ててい
ます。飲食やってると柱が折れちゃう
ことがあるんですよね。病気が流行っ
たり天候に左右されたり。そういう折
れたときにも倒れない店作り、組織作
りをしておかないと潰れてしまうんで
すよ。だからいろんな柱を立てるよう
にしています。
♥鈴木：（3店舗ある）お店ごとに少し
ずつメニューが違うそうなんですが、
その理由も同じですか？
♣山崎：3店舗それぞれでいろんなお
客様に楽しんでもらいたいっていうの
もありますけど、店ごとに空間って変
わってくるものなので店長ごとに違い
が出てきますね。僕は一番上をやらせ
てもらってますけど、芯さえしっかり
していれば後は好きにやれと各店舗の
店長には言っています。軸はぶれない
ように注意するけど、店長のカラーを
出してほしい。
♥鈴木：基本方針って大事ですよね。
目指すことが共通だから、そこから外
れないなら例外はあってもいい。
♣山崎：メニューなんかがすべてマニュ

商店街を激辛に変える！
激辛で変える！店長のチャレンジ

変化への柔軟さと
フットワークの軽さが命
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山崎一彦
1970年生まれ。東京都出身。40歳。
小、中、高と野球一筋。1988年、浜
松町「鳥まつ」に入社。退職後、2005
年、「鳥一代」をオープン。2007年、2
号店「小鳥一代」、2009年、3号店「芝
の鳥一代」をオープン。 現在有限会社
トーホーエージェンシー 専務取締役。
3人の子持ち。休日は少年野球の監督
をしています。

株式会社アイ・ティ・イノベーション
営業推進部
 マーケティング マネージャー
鈴木遊子
「ザ・プロジェクトマネジャーズ」編集
部 事務局、Project Facilitation Project 
理事（幽霊部員でごめんなさい）。特
技は海外で現地の人に間違えられる
こと。

キアを使った参鶏湯ですか。
♣山崎：3号店の芝の鳥一代が芝公園
の近くにあるんですよ。ちょっと言い
方悪いですけど、寂れた商店街の中に。
そこでやってて思ったのが自分の店だ
け良くなってもダメだな、と。やるな
ら商店街ごと全部で何かをしたい。活
性化させたいと思ったんですね。で、
ブッドロキア（写真5）を使って激辛商
店街を作りたいなと思ったんですよ。
その話をしたら何店舗かが協力してく
れて。今必死に取り組んでいます。
♥鈴木：商店街の方々とはどんな感じ
でお話されたんですか。
♣山崎：町内会に乗り込んで行って「や
りましょう！」と（笑）。商店街の人た
ちは持ち家がほとんどなんですよ。家
賃がかからないし、営業努力もあんま
りいらない。家族でランチをやってい
ればある程度食っていける。だけど、
町内会の若手、若手といっても40代で
すけど、その人たちは何とかしなきゃ
いけないとは思っていた。でも誰も手
を挙げなかったんで、自分が乗り込ん
でいった形ですね。その中で何店舗か
が話に乗ってくれました。
♥鈴木：チーム作りに似てますね。全
員が一斉には変わらない。3～4人くら
いのコアメンバーから始めて徐々に広
げていく形。
♣山崎：今は規模が小さいですけど、
メディアなんかで取り上げられれば入
れてくれって言ってくれるところも増
えてくると思います。そしたらオープ
ンにしてどんどんやってもらう。広げ
たい。
♥鈴木：ブッドロキアを使った激辛商
店街というアイディアや町内会への提
案はどのように考えられたんですか。
■山崎：いろんなことを考えましたね。
まずリスクが小さいこと。そんなにお
金がかけられるわけでもないし、そ
れで失敗したらどうしようもない。そ
こで行き当たったのがバングラデシュ
産のブッドロキアです。うちのお店、
NPOが主催しているカレーパーティの
会場として提供しているんですよ。そ
こで知り合った人が教えてくれたんで
す。ブッドロキアって安いんですよ。
それなのに500人前分くらいにはなる。
次に前例の存在ですね。激辛商店街の
成功例って2つあるんですよ。地理的に
有利なところではないのに商店街興し

に成功している。なら
こっちはちょっと距離は
あるけど山の手線内。い
けるだろうと。激辛マニ
アって結構多いんで、そ
こを狙っていけるんじゃ
ないかと思ったんです。
♥鈴木：知ったきっかけに
人と人との交流があったん
ですね。そこからしっかり
コストを意識されて、リサー
チやマーケティングも行っ
て。だから、提案が商店街の人たちに
届いたんですね。
♣山崎：失敗してもいいんですよ。の
ほほんとした商店街の若手が、こんな
僕みたいなやつが声出したのをきっか
けに動き始める。それだけでも絶対次
に繋がると思うんですよ。最初からう
まくはいかないかもしれないけど、あ
あしたほうがいいとかこうしたほうが
いいとか、人が関わりながら試行錯誤
しながらやっていく。それが大事だと
思っています。
♥鈴木：それも「すべての人が楽しく」
に繋がっているんですね。
♣山崎：本当に自分の店だけのことを
考えている時代じゃないかもしれない
と思います。周り全体を良くしていか
ないと回っていかない。全体を良くし
た上で自分のところにも来ていただけ
るようにする。うちも商売ですから入っ
てもらわないと困るので、そこからは
また特徴を出していければと。

最後に

♥鈴木：最後に、芝の鳥一代での取り
組みも含めて今後をどのように考えて
いらっしゃいますか。
♣山崎：今の延長線上で発展させてい
きたいですね。お店的には直営店で人
を抱えるのは相当大変で今の形では5
店舗くらいが限度だと思っています。
今で20人近くいてその管理や売上の管
理だけでもかなり大変ですから。それ
よりも社会性を大事にしていくような
方向もおもしろいだろうし、うちの参
鶏湯でどこまでできることがあるのか
を試してもみたい。やりたいことはい
ろいろとあります。まだきっと階段の
半分も登ってなくて追い風、向かい風
あると思うんですけど、一生懸命やり

ながらお客様に愛されるように目の前
の小さな幸せを積み重ねていきたいと
思います。それもひとりでは絶対にで
きないと思っているので、まずは商店
街の活性化のためにできることは何で
もやっていきたいと思います。
♥鈴木：今日はとても素敵な話をたく
さんお聞きすることができました。あ
りがとうございました。
♣山崎：今日お話したことがITの方々
の役に立つのかはわかりませんが、エ
ンジニアの皆さんとお話することは楽
しいです。お手伝いできることがあれ
ばぜひ協力させてください。今日は本
当にありがとうございました。

写真5：ブッドロキア（ブート・ジョロキア。
唐辛子の一種でハバネロの2倍の辛さ。世
界一辛い唐辛子）
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　私、アマチュアセラピストの牛パン

がセラピーの技術を使ってアジャイル

開発をはじめファシリテーション、コー

チング等の技術の本質を独断と偏見で

勝手に分析するというこの連載。第1回

の今回（前回は第0回でした）は「アイ

スブレイク」というテクニックの本質を

勝手に分析してみたいと思います。そ

して、アイスブレイク効果をさらに高

める秘密もこっそりご紹介いたします。

アイスブレイクとは
　アイスブレイクは、会議や何らか

のセッションなどで参加者の堅いムー

ドを和らげて場を和ませるためのアク

ティビティです。会議やセッションの

最初は場の空気が「堅く」感じるもの

です。その空気を和らげるのがアイス

ブレイクです。例えば、会議の本題が

始まる前に10分程度の時間をとってお

いて4人1チームで集まってもらいます。

そして、本題と関係ない楽しいお題を

出してチーム内で話をしてもらいます。

お題が「最近あった楽しかったこと」

だとすると、初対面の人同士、「東京

ゲームショウに行ったら、『のだめ』に

出てくるような外人のおたくがおって

なぁ、、、」等のたわいもない話をしても

らうとその場の空気が何となく暖まっ

てきます。そうすると会議やセッショ

ンもとても発言しやすい空気になりま

すし、皆さんが協力的になってくれた

りします。

　すごく単純なのですが実際にやると

非常に効果があります。私が前職のIT

コンサル企業にいた際には教育グルー

プのあるメンバーが、「教育はアイスブ

レイクがないと怖くてやってられない」

と言っていたくらいです。私もコンサ

ルティングや教育を実施する時に実施

するケースが非常に多いです。

　インターネットで「アイスブレイク」

を検索するといろんなアイスブレイク

の実施方法があります。またファシリ

テーションの書籍でも多く紹介されて

いますので、皆さんも是非活用してみ

てくださいね。

アイスブレイクを勝手に分析！
　さて、牛パンらしくこの「アイスブ

レイク」というテクニックを勝手に分

析して皆さんがより効果を出せるよう

にしてみたいと思います。牛パンの勝

手な分析によると、この「アイスブレ

イク」というテクニックは「潜在意識

で仲良くなる」ための技術であると言

えます。

　皆さんも聞いたことがあるかもしれ

ませんが、人間の意識には普段自分が

意識している「顕在意識」と自分が意

識していないし意識できない「潜在意

識」という領域があります。「潜在意識」

は自分の思考やロジックで制御が効か

ない意識の部分です。例えば自分の「意

識」では「落ち着かないと…」と思っ

ていても緊張してしまって落ち着けな

いなんてこともあるでしょう。これは、

「顕在意識」では落ち着こうと思っても

「潜在意識」が何らかの原因で緊張して

いるのでリラックスができないという

状態です。だから、みんなにリラック

スしてもらおうと思って「皆さん、リラッ

クスしてください」と「顕在意識」に言っ

てもあまり効果がありません。「潜在意

識にリラックスする」ようにメッセージ

を投げかけるほうが有効なのです。

　そのためのひとつの考えとして「ラ

ポール」があります。場が緊張する理

由は、周りに知らない人や慣れない人、

偉い人がいるなど警戒心がある状態で

す。この警戒を解いて、「潜在意識で仲

良く」なることをラポールを確立した

状態と言います。ラポールを確立する

技術はセラピーから始まり営業などさ

まざまな分野に応用されています。

ラポール
　潜在意識で仲良くなるためには、潜

在意識が「こいつは自分の仲間だ」と

思えるようなことをすることです。潜

在意識は単純で本能的な意識なので、

例えば相手が自分に似ていると思えば

相手のことを仲間だと思います。

　具体的な技術としては、「ミラーリン

グ」「ペーシング」「バックトラッキン

グ」という技術があります。ミラーリ

ングは、自分が相手と似たようなポー

ズをとったりすることです。ペーシン

グは自分のしゃべりを相手のしゃべり

のペースや音量に合わせること。バッ

クトラッキングは相手の言ったことを

繰り返すことです。例えば、

相手：「おもしろくないんだよね。」
自分：「おもしろくないんだね。」

といった感じです。これらの技術はさ

りげなさが重要で、相手に気づかれる

と効果がかなり薄くなります。これらの

技術はとても強力なのですが、1回やっ

たら効果があるものではなく、ちょこ

ちょこと続けているとボディーブロー

のようにムードが良くなっていきます。 

また、相手の話を聞いてあげて、「そう

だよね」と共感することもラポールの

確立を強くするポイントです。

　ただし、潜在意識はとっても鋭いで

すので、相手を操ってやろうとかよこ

しまなことを考えているとすぐに見透

かされます。皆さんも、「こいつ目が笑っ

牛パン
USHI Pan

【第1回】「アイスブレイク」
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ていないわ」と感じた瞬間があるでしょ

う。自分の考えていることは全て相手

にばれていると思って、心から仲良く

なりたいと思うことです。

アンカー
　次にアンカーという考え方がありま

す。人間は過去のことを記憶する時に

「感情」も一緒にセットにして記憶して

います。フラッシュバックはまさにこ

のメカニズムで、例えばある先輩に怒

られて恐怖を感じると先輩を見るだけ

で怖い感じがよみがえってきます。

　ラポールとアンカーの2つの考えを

学んだところで、この2つの知識を応用

して「アイスブレイク」の設計を効果

的に行ってみましょう。

アイスブレイクの目的を考える
　アイスブレイクを実際にやるときは

何を目指して実施するのか考えてみま

しょう。例えば、リラックスしてもらい

たいのか、活発に発言してもらいたい

のか、楽しんでもらいたいのか等を考

えてみましょう。そして、アイスブレ

イク戦略を考えます。

アイスブレイクのネタを考える
　次にアイスブレイクのネタを考えま

す。アイスブレイクのネタは、単にチー

ムのメンバーで話をしてもらうだけで

もいいですが、できるだけ面白いもの

やポジティブなもの、楽しいものにし

ましょう。というのも、「アンカー」の

考えがありますので、アイスブレイク

の場が楽しいものになればこの場が「楽

しい」という感覚とともに記憶される

からです。そうすればこの場に来るこ

とだけでも「楽しい」感覚を潜在意識

でなんとなく覚えています。そして、

メンバーが話を聞いてくれて「共感」

してくれるような状態を作れるように

するとより効果的です。例を挙げると、

「自分がおすすめしたいもの」というア

イスブレイクでは、自分のおすすめの

グッズ等を絵に描いてみんなに説明し

ていきます。順番に説明して、みんな

に「ほー」とか、「へー」とか言っても

らうのでかなりいいムードになります

し、自分の好きなことを話すので楽し

い気分になりますよね。

　アイスブレイクの中には話をするだ

けではなく、参加者が「似たような動き」

をするゲーム的なものも多くあります。

これが効果的なのはラポールの確立が

しやすいからですね。

　このように、「ラポールの確立」「共

感」「アンカー」の考えを理解すること

で、より有意義なアイスブレイクを作

り出すことができるでしょう。私も新

人教育などやっていて何十日も同じ生

徒を前にアイスブレイクをしていた時

は、毎日電車の中で新しいアイスブレ

イクネタを考えて実際にやって試して

いました。そのときも上記に挙げたよ

うな条件をクリアするものを考えてい

ました。

上級アイスブレイク
　教育やプレゼンスタイルの講師とし

てアイスブレイクをするときは注意が

必要です。自分がプレゼンやレクチャ

を行う際に参加者同士にアイスブレイ

クを実施すると、参加者同士が潜在意

識で仲良くなってリラックスしたムー

ドや発言がでやすいムードになります。

しかし、レクチャやプレゼンスタイル

においては一人だけ潜在意識レベルで

仲良くなっていない人がいるのです。

　そうです。あなたです。あなたはア

イスブレイクをやっていないし、どこ

かのチームに入ってアイスブレイクを

やってもそのチームの人としか潜在意

識で仲良くなっていません。つまりそ

ういう時は「講師」と「参加者」が潜

在意識レベルで仲良くなるようにアイ

スブレイクをする必要があるのです。

メンバーを一人一人当てて話をしなが

らラポールを確立していくとか、昼一

で眠くなった時に講師も含めて全員で

起立してノビをする等。これもボディ

ブローなのでちょっとずつしか効果が

ないですが、根気強くやっていると参

加者が自分に対してもラポールができ

てきますので、より有意義な講義やプ

レゼンをできるようになるのです。し

かし、最も重要なことは潜在意識は全

てお見通しなので、受講者の表情等を

観察してあなたが心から受講者の方の

ことを思って講義やプレゼンをするこ

とです。

　今夜はアイスブレイクについて勝手

に分析してみました。次回は潜在意識

にダイレクトにメッセージを投げるこ

とについてお話したいと思います。

Profile  プロフィール

牛パン
USHI Pan

自称 IT 業界て
ろりすと。アジャ
イル開発や要求
開発を趣味とす
るコンサルタン

ト。IT 業界が楽しく、魅力的な業界
になるように「てろ」します。

東京都千代田区外神田1-18-19 秋葉原駅前ビル4F  URL ： http://www.ekic.jp/03-5207-5805
総合内科、神経内科 頭痛外来、
メタボリック症候群、花粉症など

□診療時間
10：00～13：00、14：30～19：00

（土曜、日曜、祝祭日は休診）

秋葉原駅クリニック
『＜新版＞頭痛』

『知らずに飲んでいた薬の中身』

好評発売中！
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　長谷川さんはアンプを机の上に置い
て立ち上がり、うしろの扉を開けて中
に消えた。戻ってきたときには、3冊の
本を抱えていた。奥から「それ、貸しちゃ
うの？」と声が聞こえてきた。暗闇に
向かって強い口調で「いいんだよ、必
要なところにあるほうが」と言った。
　長谷川さんは黙って本を僕に渡し
た。何も聞かなくても、意味はわかった。

「また来なさい」
　そう言うと、うつむき、机の隅によ
けてあった緑の板をまんなかに戻した。
作業を始めると、小さな煙が出た。も
う何も言わなかったし、こちらを見る
こともなかった。
　借りた本をアンプの上に載せて、僕
は店を出た。表の通りを歩きながら、
このあたりに泊まれるところがあるか
どうか聞いておけばよかったと後悔し
た。
　第5層だというのに、思いのほか多く
の人がいる。どの人も一癖ありそうで
気後れしたが、近くにいた人にホテル
はあるか思い切って訪ねてみた。その
人は僕をじっと見た後、答えた。

「お前、ここは初めてか。ホテルなんて
ものはない。建物はあるが、営業して
いない。みんな寝泊まりはその辺の廃
墟でしてるよ」

「そうなんですか。わかりました。あり
がとうございます」
　そう言って軽く頭を下げたが、その
人はまだ話を続けた。

「それほど治安は悪くないけど、戦利品
は厳重に隠しておけよ。眠っている間
に盗られることがあるからな」
　そう言うと、こちらに向けて手を上
げながら去っていった。最初に会った
人といい、長谷川さんといい、今の人
といい、取っつきにくそうなんだけど、
しゃべってみるとそうでもない。優し
さはこういうものなのかもしれない。
　しばらく歩いていると、少し秋葉原
が分かってきた。営業しているのは電
気関係の店とアニメ関係の店で、ほか
にその客を当て込んだ飲食店が何軒か
ある。
　「ジャパニメ」という看板があちこち

に立っていた。ときどき耳に入ってく
る会話から、大体のところは推測でき
た。世界が統一される前、まだ国だっ
たころの日本で作られていたアニメの
ことで、廃墟から原盤を探し出し、現
在のメディアに変換して販売している
ようだ。
　探しに来ているのは白人が多かった。
世界が統一されても、民族的に統一さ
れなかったのは意図的なものだと聞い
たことがある。それが本当かどうかは
僕にはわからないが、日本州に住んで
いるのは確かに日本人の末裔だ。日常
的に使われているのは日本語で、公用
語はわかっても聞き取りや発音ができ
ない人が多い。教育を受ける機会の少
ない階級の人間はなおさらだ。
　泊まれそうな廃墟を探すと、すぐに
見つかった。ほとんどの建物は空き部
屋ばかりで、予想を裏切ってきれいだっ
た。汚されているようなことはまずな
い。ここには、まともな人が多いとい
うことだろう。おまけに第5層は最深部
にあるために気温が安定している。皮
肉なことに、気候管理などしなくても
住みやすい環境が保たれているのだ。
　窓から明かりの入る廃墟の一室で、
借りた本を読んだ。『電子回路』̶̶
すべての基礎となる本だった。『真空管
アンプの設計』̶̶タイトルの通りの
内容。『電子工作入門』̶̶これは前
の2冊と違って、理論ではなく実践̶̶
つまり、組み立て方の本だ。順に読ん
でいけば、特別難しいことはなかった。
慌てず、わからないことを丁寧につぶ
していく。結局それがいちばん早い。
そして、わかるほど面白くなり、のめ
り込んでいく。
　秋葉原には昼夜がなかった。光の届
かない第5層を照明しているのだから、
当たり前といえば当たり前なのかもし
れない。人は好きな時間に起き、欲し
いものを探し、空腹になればそれを満
たし、疲れたら廃墟で寝る。目的を果
たして帰っていく人もいれば、留まる
人もいるようだ。その気持ちも、わか
るような気がする。ここは上とはまっ
たく違う何かを持った別世界だからだ。

　飲食店は、カレー屋とラーメン屋と
カツ丼屋しかなかった。しかし、どの
店も驚くほどおいしかった。配給の食
事とは比較にならない。こんなにおい
しい食事は食べたことがない。材料が
いいのだろうか̶̶と考え始めたと
き、妙なことに気がついた。いったい、
食材はどこから届くのだろうか。第5層
で作っている様子はないし、上の層か
ら送られてくるとも思えない。ここは
人がいないはずの場所だから、統一政
府が食材を送るはずがない。
　数日後、本を持って長谷川無線を再
び訪れた。長谷川さんの顔を見ると、
住み慣れた街の店を訪ねたような気分
になった。

「もう読んだのか」
　眼鏡を下ろして、見開いた目で僕を
見つめた。

「後でわからないというのは、なしだぞ」
「はい」
　僕は言いきった。長谷川さんは、
ちょっとおどけた顔をしてみせた。

「じゃ、どんなアンプを作りたい？」
「ここに持ってきたアンプは初めて見た
もので、音は出ませんでした。僕が聞
いたことがあるのは、サウンドウォー
ルの音だけです」
　長谷川さんは黙って僕を見ている。

「だから、何もわかりません。ただ、自
分の希望を言えば、記録された音をあ
りのままに伝えてくるようなものが理
想です」

「電気的にか、心情的にか」
　僕は言葉を失った。心情的。そんな
ことがあるのだろうか。しかし、よく
考えてみるとおかしいともいえない気
がしてきた。

「その二択なら、心情的に、です」
「上でそんなこと言ったら、頭がおかし
いと思われるな」
　そう言って、長谷川さんは口元をゆ
るませた。眼鏡の奥で、黒い瞳が輝い
ていた。

「これから君は、知らない世界に足を踏
み入れることになる」

第4回 ◉ 酒井智巳 SAKAI Tomomi

連載

夜の旋律、君の傍らで
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◎株式会社マナスリンクについて
　株式会社マナスリンクはEM ZEROの
運営を目的として設立された会社です。
マナスとはサンスクリット語でマインドを
意味します。良いマインドを持った人々
をEM ZEROを通じて結び付け、良い人
の流れ良い情報の流れを作り出し、ソフ
トウェア業界を盛り上げていくお手伝い
をいたします。

◎EM ZERO配布のお願い
　EM ZEROはイベントでの配布＆EM 
ZEROに共感してくださる方の草の根配
布を拠り所としています。よろしければ
本誌を何冊かお持ちいただき、周囲の方
に紹介していただけると嬉しく思います。

◎広告出稿のお願い
　EM ZEROでは広告を掲載してくださる
クライアント様を募集しています。企業、
団体、個人は問いません。EM ZEROの
存続にご協力していただける方、広告効
果の可能性を感じていただける方がい
らっしゃいましたら、ぜひご相談させて
ください。

■個人広告のお申し込み

http://www.manaslink.com/
contact/ad-personal/

■企業・団体広告のお問い合わせ

http://www.manaslink.com/
contact/ad-company/

◎お取り寄せ
　最新号を送料無料でお取り寄せいた
だくことができます。また、イベントや
社内での配布用には、送料をご負担いた
だければ承ります。部数に限りがござい
ますので、お早めにお申し込みください。

■EM ZEROお取り寄せフォーム

http://www.manaslink.com/
contact/emzero-send/

●編集後記

　EMシリーズが前回のEM WESTで通算10番目を達成していることに先日気がつきました。EM

シリーズはEM ZERO（ゼロ）にちなんで、0号から始めたり、ページ数が増えすぎてマイナーバー

ジョンが付いたり（3.1、3.2）して、非常に紛らわしいナンバリングになっているのですが、刊

行している当人もよく混乱しています。

　EM ZEROは0、1、2、3.1、3.2、4、5、EM WESTは0、1、2で合計10個、で合っていますよね？

（間違っていたらどなたかお知らせください。）今回のEM ZERO Vol.6は11回目の刊行になります。

次の20回目には何かおめでたいことができればと思っていますが、また忘れているかもしれませ

ん。ご心配やご迷惑をかけっぱなしのEMシリーズではございますが、関係者の皆様に支えられ

て何とか続けております。これからもご支援をよろしくお願い申し上げます。

（野口隆史、@nogupan）
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■個人広告

�イラストレーター：メーパンさん

リーダーはメンバーの 
「0.5歩先」を歩こう！

先に行かない。
離れ過ぎない。

柴田浩太郎
（gkohtaro@gmail.com）

自分のことを後回しにしてでも、仕事の、

そして業界の問題解決に奮闘されている皆様。

時には、「自分についてのもやもや」を、

「今、自分について本当に解決したいこと」

を発見しませんか？

コーチングでお手伝いさせてください。

発見コーチ：高柳 謙　TAKAYANAGI Ken

（パーソナルコーチング）

連絡先：gaoryu@mbf.nifty.com
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